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遺
山
の
事
蹟
は
後
と
し
て
、
先
づ
史
詩
と
い
ふ
用
語
に
つ
い
て
巾
述
べ

こ
の
用
語
は
「
脈
史
の

観
が
加
味
さ
れ
て
を
る
者
」
、
さ
や
う
な
詩
を
さ
し
て
此
＜
申
し
た
の
で
あ
る
。
堺
質
ば
か
り
を
客
観
的
に
叙
べ
て
、
作
者
の

は
ら
な
い
者
は
、
純
粋
の
叙
事
詩
で
あ
つ
て
、
此
虞
で
い
ふ
史
詩
で
は
な
い
。
支
那
文
學
史
に
於
て
は
純
粋
の
叙
甫
詩
に
勁
し
て
は
別
に

ガ

フ

タ

イ

名
が
あ
る
。
そ
仇
は
業
府
憫
の
詩
、
即
ち
業
府
で
あ
る
。
業
府
と
は
音
業
を
掌
る
政
府
の
役
所
で
あ
る
、
古
代
に
は
叙
堺
詩
を
作
っ
て
、

そ
肛
筈
音
業
に
合
は
せ
て
歌
は
せ
た
こ
と
が
あ
る
、
さ
や
う
な
面
白
い
物
語
り
を
取
り
入
仇
て
音
業
に
合
は
せ
、
耳
で
間
い
て
わ
か
る
詩

ガ

フ

ガ

ク

フ

ガ

ク

フ

を
業
府
と
稲
し
た
。
平
日
業
の
役
所
を
業
府
と
い
ひ
、
上
述
の
如
き
詩
を
も
亦
業
府
と
い
ふ
の
で
は
、
そ
れ
で
は
役
所
な
の
か
、
詩
な
の
か

ガ

ク

フ

ガ

フ

ガ

ク

フ

混
雑
す
る
に
由
て
、
同
じ
業
府
で
も
平
日
業
の
方
は
業
府
、
詩
の
方
は
業
府
、
と
巾
し
て
之
花
甑
別
し
て
を
る
。
業
府
で
作
り
用
ゐ
ら
虹
た

ガ

フ

様
な
詩
を
「
業
府
盟
の
詩
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
術
、
附
加
へ
て
申
し
ま
す
が
、
附
の
杜
甫
の
詩
は
「
詩
史
」
で
あ
る
と
い
ふ
、
こ
れ
は

「
詩
の
浩
革
を
の
べ
た
謄
史
」
の
こ
と
で
は
な
く
、
「
詩
を
以
て
害
い
た
脈
史
」
だ
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
杜
詩
は
一
千
欺
百
首
あ
る
が
、

そ
炒
は
即
ち
墜
史
に
相
常
す
る
と
い
ふ
の
で
之
も
「
詩
史
」
だ
と
い
ふ
。
し
か
し
杜
甫
自
身
は
、
自
己
芯
主
と
せ
ず
、
他
人
即
ち
第
三
者

ガ

フ

を
主
と
し
て
叙
べ
た
詩
は
業
府
骰
の
詩
の
形
を
用
ゐ
て
ゐ
る
。
自
ら
は
之
を
業
府
と
稲
し
て
は
ゐ
な
い
が
形
式
は
業
府
で
あ
る
。
白
業
天

の
如
き
は
自
作
の
か
か
る
詩
を
「
新
柴
府
」
と
明
言
し
て
ゐ
る
。
尚
―
つ
ま
ぎ
ら
は
し
い
者
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
詠
史
」
で
あ
る
。
こ
れ

〔
史
詩
の

に
闘
す
る
詩
」
の
意
味
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
「
脈
史
的
班
質
に
闘
係
が
あ
る
と
共
に
、
そ
紅
に
作
者
の
主

冗

遺

山

の

史

詩

元
逍
山
の
史
詩

鈴

木

虎

雄

～」

ベノ‘ 

の
加



元
澁
山
の
史
詩

は
過
去
の
麦
質
を
後
代
の
人
が
よ
む
の
で
あ
る
。
何
で
も
過
去
の
人
な
り
事
質
な
り
に
就
い
て
後
人
が
所
感
を
の
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
仇

に
も
亦
日
純
粋
に
過
去
の

現
代
の
事
を
露
骨
に
言
ふ
の
は
憚
が
あ
る
所
か
ら
、
過
去
を
個
り
者
と
し
て
の
べ
る
も
の
、
と
此
の
二
稲
が
あ
る
。

ガ

フ

そ
こ
で
前
に
も
ど
り
ま
す
が
、
班
山
の
史
詩
は
、
「
詠
史
」
で
な
く
、
「
業
府
」
で
た
く
、
杜
詩
の
業
府
骰
を
除
い
た
詩
史
の
一
部
分
の

様
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
此
穏
の
作
が
迅
山
の
集
に
多
く
有
る
な
ら
ば
、
逍
山
の
集
も
亦
「
詩
史
」
と
呼
ば
仇
て
よ
い
か
も
知
仇
ま
せ
ぬ
。

〔
逍
山
の
生
罪
の
大
略
〕

惹
山
は
大
憫
金
朝
の
人
で
あ
る
。
金
の
前
に
は
遼
が
あ
る
。
遼
・
金
は
異
稲
族
で
契
丹
人
で
あ
る
。
笑
だ
の
契
丹
だ
の
は
唐
以
前
か
ら

遼
東
方
面
に
住
ん
で
ゐ
た
も
の
で
、
段
政
と
勢
力
が
出
来
て
、
遼
は
今
の
北
京
か

ら
南
に
ま
で
廣
が
り
、
そ
の
後
へ
ま
た
金
が
遼
に
代
つ
て
廣
が
つ
て
き
た
。
そ
の

ふ
に

る
も
の
と
、
口
表
面
は
過
去
の
事
で
あ
る
が
、
現
代
に
過
去
と
似
た
事
が
あ
る
と
す
る
と
、

後
種
穂
の
沼
革
は
あ
る
が
、
大
憫
に
於
て
金
と
宋
と
は
淮
水
を
隔
て
て
南
北
を
な

人
。
遠
祖
は
拓
賊
魏

迅
山
は
名
は
好
間
、
字
は
裕
之
、
退
山
は
そ
の
院
、
太
原
秀
容
（
山
酉
省
）
の

に
出
で
、

後
魏
、

結
が
あ
る
。

父
は
徳
明
、

母
は
王
氏
、

一七

元
を
氏
と
す
。
唐
代
の
系
統
に
元

追
山
は
生
後
七
月
で
徳
明
の
弟
格
の
家

を
嗣
ぐ
、
格
の
妻
は
張
氏
で
あ
る
。
恙
山
の
前
妻
は
張
氏
、
後
妻
は
毛
氏
、
男
子

三
人
、
女
子
五
人
あ
り
、
長
男
•
長
女
・
次
女
•
第
三
女
は
張
氏
の
出
、
次
男
・

南

宋

光

宗

紹

煕

元

年

南

朱

覗

三
男
•
第
四
女
・
五
女
は
毛
氏
の
出
で
あ
る
。
追
山
は
金
の
窄
宗
の
明
昌
元
年
西
祀
―
―
九

0

に
生
仇
、
元
の
憲
宗
の
七
年
宗
悴
諒

に
卒
し
た
、
享
年
六
十
八
。

十
二
年
、
西

紀
―
―
―
五
七

た。 し
て
ゐ
た
。
即
ち
淮
水
以
北
が
金
、
以
南
が
宋
、
の
領
域
と
い
ふ
わ
け
で
あ
っ



ヘ

及
び
諸
の
宗
室
男
女
五
百
餘
人
左
汗
京
の

哀

仇
た
。
三

1
E
 
f・ 

•E 

i
-
l
 

退
山
自
身
は
、

と
を
さ
し
た
の
で
あ
る
。

し
う
る
た
め
に
は
、

里
に
あ
る

に
送
り
、

そ
の
大
部
分
は
虐
殺
さ
れ
、
翌
日
に
は
太
后
・
皇
后
雨
人

れ
た
。

な
っ
た
。

彼
の
四
十

の
時
、

遺
山
は
そ
れ
か
ら
盆
¥
生
長
し
て
、

「
人
が

の

の
三
つ
が
備
は
る
こ
と
定
要
す
る
」てを
る
。

い
ふ
。

「
あ
な
た

元
逍
山
の
史
詩

逍
山
は
四
歳
に
し

に
入
り
、
八
歳
に
し
て

で
あ
る
。
十
四
歳
の
と
き
養
父
格
が
陵
川
（
山
酉
の
縣
）
の
令
と
な
っ
た
の
で
之
に
従
ひ
ゆ
き
、
因
て
其
地
の
祁
鯉
に
従
て

注
意
す
べ
き
は
郁
鯉
が
二
人
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

喜
麟
ー
思
濫
夏
—
経
麟
｀
常
、

遺
山
が
師
賽
し
た
の
は
祁
差
晉
卿
で
あ
り
、
晉
卿
の
孫
に
あ
た
る
祁
舞

時
多
く
の
宵
年
は
皆
試
験
勉
強
を
し
て
花
る
の
に
、
晉
卿
は
遺
山
に

ヽ

七

、
蓋
し
生
父
徳
明
と
兄
敏
之
と
よ
り
て

晉
卿
は
偉
い
人
で
あ
っ
て
、

は
遣
山
の
門
人
で
あ
る
。

し
て
、
餌
の
學
問
を
し
て
人
物
を
造
り
あ
げ
、
郎
の
詩
文
茫
能
＜

せ
し
め
る
こ
と
定
目
的
と
し
て
敦
育
を
施
し
た
。
左
の
如
き
逸
話
が
あ
る
。
或
る
人
が

に
向
て
「
こ
の

し
よ
う
と
し

一J
ゐ
る
の
に
あ
な
た
は
作
詩
な
ど
さ
せ
一
J

ゐ
る
の
は
時
間
を
空
費
さ
せ
る
の
で
な
い
か
」
と
言
う
と
、
晉
卿
は
之
に
答
へ
て
、

は
敦
育
の
道
を
知
ら
ぬ
、
わ
し
が
詩
を
作
ら
せ
て
を
る
の
は
彼
を
受
験
宵
年
と
さ
せ
な
い
た
め
な
の
だ
」
と
い
つ

父
兄
の
淵
源
・
師
友
の

うク
J

を
る
。
清
朝
の
趙
翼
は
更
に
「
遣
山
の
人
物
が
で
き
あ
が
っ
た
に
つ
い
て
は
地
と
時
と
が
之
を
為
さ
し
め
た
」
と

地
と
い
ふ
の
は
逍
山
が
支
那
大
陸
の
北
方
に
生
長
し
た
こ
と
を
さ
し
、
時
と
い
ふ
の
は
遺
山
が
金
の
亡
國
の
際
に
生
存
し
て
ゐ
た
こ

一
十
二
歳
及
び
三
十
五
歳
の
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
固
家
試
験
に
及
第
し
、
地
方
及
び
中
央
の
官
吏
と

雙
斎
の
哀
宗
の
天
興
元
年
疇
向
望
疇
戸
三
亘
ロ
―
月
に
は
金
の
都
汗
京
累
河
南
は
蒙
古
軍

に
園
ま
れ
、
十
二
月
に
は
哀
宗
は
汗
京
か
ら
脱
出
し
〗J
東
の
方
宋
州
5
。
へ
赴
く
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
二
年
の
正
月
に
は

汗
京
の
四
酉
元
帥
柑
立
と
い
ふ
者
が
叛
胤
し
一
J

、
ク
ー
デ
タ
ー
を
行
っ

内
應
し
、
四
月
に
は
祖
立
は
梁
王
従
洛
・
荊
王
守
純

こ
の
時
遺
山
は
四
十
四 9屯”

山

ぶ
。
此
に

一八

ん
だ
も
の



元
逍
山
の

で
あ
る
。
常
時
の

、
備
は
る
を

っ
た
。
又
彼
は
金
朝
の
屁
史
を
後

ilt
に
の
こ

一九

「
詩
と

、
五
十
歳
の
時

金
史
の
編
築
は
此
時
に
始
ま
る
。
彼
は
順
天
北
碩
に
も
往
来
し
た
。
金
史
の
表
料
は
萬
戸
張
柔
の
家
に
在
っ
た
、
こ
仇
は
逍
山
の
指
抑
に

由
っ
た
も
の
だ
ら
う
と
い
ふ
。

〔
詩
に
弼
す
る
意
見
〕

る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
今
―
―
之

こ
と
を
大
目
的
と
し
一
J
‘

退
山
は
晩
年
の
四
箇
年
は
銀
州
買
定
府
に
往
来
し
て
ゐ
た
が
、
六
十
六
歳
の
十
月
か
ら
獲
鹿
縣
鹿
泉
に
居
り
、
野
史
亭
を
も
此
虞
に
築

誓
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
厨
言
辛
亨
九
月
、
廊
泉
の
寓
居
で
病
死
し
、
秀
容
縣
の
繋
舟
山
下
に
鑓
葬
さ
汎
た
。

退
山
は
祖
立
の
風
の
時
に
何
故
に
死
な
な
か
っ
た
か
、
の
社
な
ら
ず
、
立
の
た
め
に
頌
徳
碑
の
文
ま
で
起
草
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
後
泄

の
學
者
か
ら
指
弾
を
受
け
る
誤
で
あ
る
。
し
か
し
立
は
常
時
ま
だ
表
酉
上
金
の
天
子
を
奉
じ
て
ゐ
た
の
で
、
退
山
は
金
に
仕
へ
て
を
る
つ

も
り
で
あ
っ
た
ら
う
。
金
亡
び
て
か
ら
は
彼
は
他
の
人
人
を
蒙
古
（
元
）
の
洞
廷
へ
推
膨
は
し
た
が
、
自
身
は
蒙
古
の
官
職
を
受
け
な
か

．
壬
辰
雑
編
・
中
州
集
等
の
害
を
編
し
た
の

人
に
求
め
る
の
は
酷
で
あ
ら
う
。

退
山
の
詩
誅
は
彼
が
二
十
八
歳
の
と
き
作
っ
た
論
詩
絶
句
―
―
―
十
首
、
中
州
集
の
叙
仰
・
詩
評
、
共
他
に
由
つ
て
窺
は
れ
る
。
嬰
旨
は
日

心
術
左
正
す
、
口
雅
正
を
尚
ぶ
、
曰
郎
を
尚
び
淡
花
尚
ぶ
、
圃
氣
力
を
買
び
靡
弱
を
忌
む
、
の
四
項
で
、
此
外
に
「
自
悟
」
と
、

椰
味
と
の
近
似
」
と
を
説
い
て
ゐ
る
。
此
等
の
噸
は
箪
に
か
か
る
抽
象
的
な
言
癖
の
社
に
て
は
わ
か
り
に
く
く
、
事
例
を
象
げ
て
説
明
す

こ
と
は
む
つ
か
し
い
の
で
、
略
し
其
の
意
を
推
察
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
の
で
あ
る
。

捕
虜
と
な
つ
て
柳
城

へ
つ
肛
／
J

ゆ
か
仇
た
。
そ
れ
か
ら

に
は
郷
呈
太
原
に
あ
り
、

こ
の
毛

の

の
あ
っ
た
人
で
、

あ
っ

汗
京
が
陥
つ
一
J

か
ら

十

の
時
、

歿
し

っ
た
の
は
何
時
か
判
明
迂
ぬ
が
、

そ
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。

兵
に
殺
さ
れ
、
此
に
令
は
滅
亡
し

歳
、
尚
書
省
橡
で
あ
っ
た
が
、
祖
立
の
下
で
左
右
司
員
外
郎
に
命
ぜ
ら
仇
た
。
三
年
正
月
に
は
哀
宗
は
紺
仇
死
し
、
末
帝
完
顔
水
瞬
は
颯

六
月
に
、

こ
の
祖
立
は
李
伯
淵
と
い
ふ
武
人
に
よ
つ
て
刺
し
殺
さ
れ
た
。
遺
山
は
正
大
八
年
、
四



面
に
横
は
り
生
え
る
こ
と
、

0
十
年
正
大
八
年
よ
り
過
去
の
十
年
、
大
凡
に
て
い
ふ
。

0
戎
馬
、
兵
馬
。

0
秦
京

こ
こ
は
山
河
を
蒻
河
と
改
め
て
使
用
し
た
。

た
る
、
其
の
地
は
地
形
の
拾
に
於
て
も
軍
備
の

て
汗
京
に
赴
く
途
中
で
洛
陽
附
近
を
通
過
し
た
を
り
の
作
で
あ
ら
う
。
此
時
に
は
蒙
古
の
軍
が
促
入
し
て
鳳
朔
が
攻
め
陥
さ
れ
た
。

岐
陽
は
鳳
翔
の
局
縣
で
勿
論
陥
さ
仇
た
の
で
あ
る
。

百
ー
ニ
闘
ー
河
草
不
＞
横

十
ー
年
戎
，
馬
賊
秦
京
1

靡
ー
水
東
流
間
孟
大
ー
竪
―

従
＞
誰
細
向
二
蒼
ー
脊
ー
問

〔
字
句
解
〕

0
百
二
闘
河

百
二
と
は
百
分
の
二
、
戦
戌
の
頃
秦
が
据
っ
た
地
は
、
古
は
那
州
と
呼
ぼ
汎
、
大
慨
今
の
峡
四
省
に
あ

に
於
て
も
天
下
の
百
分
の
二
を
有
す
と
い
は
仇
、

「
百
分
の
一

の
地
の
利
を
占
め
て
ゐ
る
闘
や
河
の
あ
る
虞
」
の
意
で
あ
る
。

0
横

争
造
孟
皐
ー
尤
作
二
五
ー
兵

残
—
陽
何
意
照
え
仝
城

野
ー
蔓
有
＞
情
緊
二
戦
ー
骨

岐
ー
陽
酉
望
無
―
来
ー
信

芦
↓
言
胃
叩
鬱
拿

髯
翫
尉
叡
し

ギ

ャ

ゥ

に

し

の

ぞ

ラ

イ

シ

ン

岐
陽
四
に
望
め
ば
来
信
な
く

密

～

罰

編

れ

て

幻

攣

轟

v

ヤ

マ

ン

ジ

ャ

ゥ

セ

ン

コ

ッ

め

ぐ

野
葵
情
あ
り
戦
骨
を
緊
る

ザ

ン

ヤ

ウ

な

ん

イ

ク

ウ

ジ

ャ

ウ

て

残
陽
何
の
意
か
空
城
を
照
ら
す

た

れ

し

た

が

つ

こ

ま

か

サ

ウ

サ

eJ

む

か

つ

と

誰
に
従
て
細
に
蒼
蒼
に
向
て
問
は
む

い

か

シ

イ

ウ

ゴ

ヘ

イ

つ

く

争
で
か
蛋
尤
を
し
て
五
兵
を
作
ら
し
め
し
や
と

る
。
第

〔
題
意
〕 元

遺
山
の
史
詩

岐
陽
三
首
第
二
首

判也

此
題
の
詩
は
本
集
に
は
三
首
あ
る
、
こ
れ
は
そ
の
第
二
首
で
あ
る
。
正
大
八
年
（
西
紀
―
―
-
＝
二
）
正
月
の
作
か
と
考
へ

に
三
十
六
峰
長
剣
在
の
句
が
あ
る
、
三
十
六
峰
と
は
嵩
山
の
そ
虹
で
あ
ら
う
か
ら
、
作
者
は
此
時
に
中
央
か
ら
召
さ
れ

以
下
遺
山
の
作
品
質
例
若
千
を
掲
げ
て
、
之
を
限
み
且
そ
の
大
意
を
説
く
。

百
二
山
河
と
い
ふ
語
が
あ
る
、

四
〇

秦
の
京
で
あ



さ
し
た
。

0
季

戦
っ
た
と
い
ふ
、
娯
尤
が
五
兵
を
作
っ
た
と
い
ふ
話
は
無
い
が
、
か
く
言
う
た
。

0
五
兵

「
瞬
記
」
月
令
の
注
で
は
弓
矢
・
文
・
矛
・
文
・
戟
、

〔
義
解
〕
天
下
の
地
の
利
百
分
の
二
を
占
め
て
ゐ
る
と
い
ふ
秦
地
の
闘
所
や
河
の
あ
る
虞
で
は
草
も
生
え
る
に
由
な
く
、
こ
の
十
年

ば
か
り
と
い
ふ
も
の
兵
馬
の

ら
流
れ
る
水
は
東
に
そ
そ
い
で
人
人
の
哭
す
る
葬
が
間
え
て
く
る
。
野
ら
に
は
ふ
つ
る

に
ま
つ
は
り
つ
く
、
い
か
な
る
つ
も
り
か
夕
日
の
光
矛
人
の
居
な
い
城
を
照
ら
し
て
ゐ
る
、
（
岐
励
の
あ
た
り
は
こ
ん
な
で
あ
ら

の
武
器
左
作
ら
迂
た
の
で
あ
る
か
、
と
。
（
さ
う
さ
せ
た
こ
と

月
、
車
駕
東
狩
後
郎
班
五
首
第
一
一
首
、
第
一
＿
一
首
、

壬
辰
と
は
、
金
の
哀
宗
の
天
興
元
年
（
西
紀

元
逍
山
の
史
詩

〔
題
意
〕
壬
辰
十

-
]
-
＝
―
-
）
で
あ
る
。
車
駕
東
狩
と
は
、

四

こ
の
頃
金
は
蒙
古
軍
か
ら
都
の
汗
京

に：
五

し
い
）
。

う
）
。
わ
た
し
は
だ
紅
に
つ
い
て
仔
細
に

竺
大
に
向
つ
て
た
づ
ね
よ
う
ぞ
、

な
ん
で
あ
な
た
（
天
）
は
搬
尤
の
如
き
胤
暴
者

が
秦
の
都
（

を
皓
く
し
て
花
る
。
妓
悶
を
四
の
方
に
た
が
め
て
も
来
る
消
息
は
無
く
、
間
か

心
あ
り
げ
に
戦
死
者
の
骨
を
か
か
へ
る

る。 いら
で
、

俗
用
、

い
か
で
か
。

0
述

俗
用
、
「
を
し
て
：
・
・
せ
し
む
る
」
。

0
蛋
尤

人
の
居
な
い
城
、
岐
悶
の
そ
れ
を
さ
す
。

0
荘
苔
天
の
色
で
、
宵
黒
い
い
ろ
、
依
て
天
そ
の
も
の
を

野
ら
に
生
え
て
ゐ
る
つ
る
ぐ
さ
。

0
緊

紙
。

0
揺
水
・
哭
膝

っ
た
長
安
定
さ
す
、
後
冊
も
長
安
と
い
ふ
、
今
の
映
酉
省
の
西
安
。

0
岐
陽
題
下
に
あ
る
。

0
末
信

嗚
ー
盤
幽
ー
咽
逝
望
泰
ー
川
ー
肝
ー
肋
断
ー
絶

慨
甘
粛
省
の
地
方
を
指
す
、
闇
は
大
邸
陵
の
こ
と
で
、

ヘ
征
伐
に
往
く
と
き
、

が
め
る
と
、
人
人
の
肝
や
膨
も
ち
ぎ
肛
ん
ば
か
り
だ
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

た
。
従
軍
者
の
こ
と

古
歌
に
、
圃
ー
頭
ー
流
ー
水

の
こ
り
の
夕
日
。

0
空
城
ふ
の
で
は
な
い
。

0
野
疫

と
い
ふ
の
が
あ
る
、
闊
と
は
大

廿
粛
の
地
形
が
之
に
常
る
。
昔
、
長
安
の
方
か
ら
こ
の
間
花
蹄
え
て
酉
の
方

こ
の
邸
陵
か
ら
東
へ
流
れ
る
水
の
平
日
を
間
く
と
水
の
葬
は
咽
ん
で
ゐ
る
様
だ
、
そ
こ
で
長
安
の
方
の
川
を
な

こ
こ
は
作
者
が
秦
京
の
人
た
ち
の
心
を
想
像
し
て
の
ベ

め
ぐ
る
、
ま
と
ひ
つ
く
。

0
残
悶

上
古
炎
帝
の
時
の
風
暴
者
で
炎
帝
と

五
糧
の
兵
器
、
五
種
の
数
へ
方
は
い
ろ

「
周
較
」
の
注
で
は
文
・
交
・
戟
．
酋
矛
・
夷
矛
な
ど
と
し
て
あ

信
は
消
息
、

り
、
手



〇
惨
樅

か
み
つ
き
あ
ふ
動
物
、
蒙
古
及
び
金
の
軍
隊
を
さ
す
、

0
干
支

井
ー
州
豪
ー
傑
知
誰
在

包
ー
脊
無
品
控
空
秦
—
庭

戦
ー
地
風
来
草
ー
木
闘

精
ー
節
有
＞
寃
獄
籠
海

惨
ー
映
龍
ー
蛇
日
閲
↑
ー
毎

千
支
直
欲
乙
乎
生
ー
芦
竺

高
ー
原
水
出
山
ー
河
改

元
逍
山
の
史
詩

（
今
の
河
南
省
開
封
）
を
攻
め
立
て
ら
れ
、
哀
宗
は
大
臣
白
撒
等
の
議
に
依
り
て
東
の
方
宋
州
（
河
南
の
鑓
徳
）
へ
逃
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
、
狩
す
る
と
は
逃
仇
る
と
い
ふ
こ
と
を
婉
曲
に
い
う
た
辮
つ
か
ひ
で
あ
る
。
郎
事
と
は
そ
の
時
出
遇
う
た
事
が
ら
に
つ
い
て
の

べ
る
こ
と
で
あ
る
。
天
興
元
年
の
十
二
月
に
天
子
哀
宗
が
都
の
東
で
あ
る
宋
州
へ
茶
逃
げ
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
を
り
の
事
に
つ
け

て
の
べ
た
詩
。

莫
＞
擬
入
9
軍
下
二
井
ー
陛
―

〔
字
句
解
〕

た
て
、
ほ
こ
、

0
生
銀

主
（
元
の
太
祖
の

サ

ン

タ

ン

リ

ヨ

ヴ

グ

ひ

タ

ウ

サ

ウ

惨
浪
と
し
て
龍
蛇
日
ー
に
闘
華
す

カ

ン

ク

ワ

た

だ

ち

セ

イ

レ

イ

つ

く

ほ

つ

千
支
直
に
生
震
を
盛
く
さ
ん
と
欲
す

叩
印
誓
言
翫
叫
釘
り

セ

ン

チ

か

ぜ

な

た

り

サ

ウ

モ

ク

な

た

ぐ

さ

戦

地

風

来

て

草

木

胆

し

胴
如
冗
あ
り
配
髯
を
加
ご
む

ハ

ウ

シ

ョ

な

み

だ

レ

｀
J

デ

イ

コ

ク

包
行
涙
の
秦
庭
に
哭
す
る
な
し

ヘ

イ

シ

ウ

ガ

ヴ

ケ

ッ

し

C

ら

ナ

}

こ

れ

あ

井

州

の

萩

傑

知

誰

か

在

るギ
な

が

軍
を
分
ち
井
陸
よ
り
下
ら
ん
と
擬
す
る
莫
ら
ん
や

む
ご
た
ら
し
く
み
じ
め
な
さ
ま
、

0
龍
蛇

人
民
を
い
ふ
、

0
精
箇

島
の
名
、
古
他
説
に
、
昔
、
炎
帝
に
女
の
子
が
あ
り
、
そ
れ
が
東
海
に
溺
れ
て

死
ん
だ
、
女
子
は
そ
れ
を
恨
み
、
西
山
か
ら
木
や
石
を
嘴
に
く
は
へ
て
運
び
東
悔
を
瑣
め
て
や
る
と
言
う
た
と
い
ふ
。

0
冤

無

質

の
罪
に
よ
る
う
ら
み
、

0
漏
海
ゴ
ビ
の
沙
漠
、
他
説
で
は
東
海
と
あ
る
の
を
涌
悔
と
菱
え
て
使
用
し
た
、

0
包
脊
申
包
脊
と
い

ふ
人
の
こ
と
、
包
脊
は
楚
國
の
臣
で
、
楚
が
他
國
か
ら
攻
め
ら
仇
た
時
、
秦
の
國
に
赴
き
按
兵
を
乞
ひ
、
七
日
七
夜
廷
に
哭
し
血
の

涙
を
流
が
し
た
と
い
ふ
。

0
秦
庭

秦
の
朝
廷
を
い
ふ
、
本
集
の
施
國
祁
の
注
に
よ
る
と
、
精
衝
は
金
か
ら
蒙
古
へ
嫁
し
た
衝
紹
公

な
っ
た
徒
箪
鑑
建
）
を
た
と
へ
、
包
行
は
金
の
祉
宗
の
子
環
を
た
と
へ
た
と
い
ふ
、
環
は
哀
宗
が
訛
可
と

四



白
ー
骨
又
多
ー
ー
兵
ー
死
鬼

信
の
故
事
、
井
匹
は
易
州
の
酉
、
太
行
山
脈
の
東
に
あ
る
瞼
要
の
地
名
、
韓
信
は
趙
を
攻
め
る
と

に
攻
め
か
か
り
、
趙
の
旗
茫
抜
き
取
っ
て
漢
の
赤
歳
茫
立
て
た
。

〔
義
解
〕
我
が
金
軍
と
蒙
古
軍
と
は
龍
蛇
の
如
く
惨
階
と
社
じ
め
ぷ
晶
闘
争
を
日
日
く
り
か
へ
し
て
、
う
ち
合
ふ
干
支
は
戦
死
者
を
多

く
し
て
人
民
は
ず
つ
か
り
無
く
危
る
か
と
お
も
は
仇
る
。
高
原
か
ら
水
が
出
て
き
て
山
も
河
も
地
形
が
改
ま
り
、
戦
場
か
ら
風
が
吹

く
と
草
木
も
之
が
た
め
に
血
腔
く
お
ぼ
ゆ
る
。
わ
た
し
の
冤
恨
は
昔
話
に
あ
る
精
衛
の
如
く
木
や
石
で
蒙
古
の
沙
漠
を
填
め
て
や
り

た
い
程
で
あ
る
が
、
如
何
に
せ
ん
、
む
か
し
申
包
行
が
按
兵
茫
乞
ひ
に
往
つ
て
秦
庭
に
哭
し
た
と
き
の
様
な
涙
の
持
ち
合
せ
を
も
た

ぬ
の
で
あ
る
。
井
州
の

鬱
ー
鬱
園
ー
城
度
二
雨
年
―

愁
ー
腸
飢
ー
火
日
相
煎

焦
ー
頭
無
＝
客
知
＞
移
＞
突

曳
ー
足
何
人
奥
共
＞
船

宵
ー
山
元
有
二
地
ー
行
僭
―

西
ー
南
三
ー
月
平
日
ー
害
絶

の
武
膝
た
も
の
中
に
は
ど
ん
な
人
が
居
る
の
か
知
ら
ぬ
が
、
彼
等
の
中
に
は
韓
信
の

て
井
記
の
瞼
所
か
ら
敵
軍
の
方
へ
攻
め
下
つ
て
そ
れ
を
打
破
る
と
い
ふ
用
意
を
す
る
も
の
が
ま
さ
か
な
い
わ
け
で
も
あ
る
ま
い
に
。

誓
記
事
尉
四
詈

翫
｀
元
印
贔
罰
Q

セ

ウ

ト

ウ

カ

ク

か

ま

ど

う

つ

し

焦
頭
客
の
突
を
移
す
を
知
る
な
し

尉

位

賃

か

冑

翫

を

気

に

す

る

、
ダ

n
ツ

ま

た

お

け

ヘ

イ

シ

兵
死
の
鬼

白

骨

又

多

し

翫

芦

亨

釘

の

犀

（

仙

）

あ

り

セ
イ

r
ン

サ

ン

ゲ

ツ

ィ

ン

シ

a
た

四
南
三
月
平
日
害
絶
ゆ

元
逍
山
の
史
詩

と
な
る
、
不
が
省
略
さ
礼
た
と
同
じ
。

反
語
、

四

へ
る
、

0
分
軍
下
井
瞑

に
此
の
瞼
を
下
り
趙
の
城

に
一
軍
を
分
け

淮
陰
侯
韓

山
四
省
地
方

金

戸しi/
 

下
に
誰
の

る
時
は
知
は
不
知
の

た
人
、
予
は
二
句
共
に

の
心
英
左
い
う

の
で
他
人
の

へ
て
い
う

の
で
な
い
と
見
る
。

0
井
州

今
の

い

し

し
め
よ
う
と
し
た
と
き
之
に
副
使
と
な
る
か
、
或
は
代
狸
と
な
っ

た
い
と
願
ひ
出



〔
題
意
〕 元

逍
Jll
の
史
詩

落
ー
日
孤
ー
雲
望
ー
眼
穿

〔
字
句
解
〕

つ
す
ぐ
な
の
を
見
て
口
を
曲
げ
た
ら
よ
い
と
忠
告
し
た
が
主
人
は
従
は
な
か
っ
た
。

0
移
突

ど」、

0
曳
足

足
を
ひ
き
す
る
こ
と
、
後
漢
の
馬
按
が
故
事
、
按
は
交
証
を
征
伐
に
ゆ
き
、
景
熱
甚
し
く
身
憫
痛
み
つ
か
れ
た
が
、

そ
れ
で
も
敵
が
攻
め
寄
せ
る
と
き
に
は
足
を
ひ
き
な
が
ら
軍
を
観
た
。

0
地
行
偲

に
在
る
べ
き
も
の
だ
が
、
人
間
界
に
落
ち
一
」
地
上
を
ゆ
く
、
施
國
祁
注
で
は
白
革
偲
を
引
い
て
、
焦
頭
．
曳
足
・
地
行
偲
、
各
自
其

の
質
際
の
人
物
を
充
て
て
を
る
が
予
は
之
に
従
は
ぬ
。
焦
頭
．
曳
足
に
は
充
て
た
人
物
が
有
る
と
思
は
れ
る
が
、
地
行
偲
は
自
己
を

と
お
も
は
れ
る
。

0
望
眼
穿

〔
義
解
〕
〇
敵
軍
に
閲
ま
仇
な
が
ら
鬱
鬱
と
思
ひ
ふ
さ
が
り
つ
つ
二
年
を
す
ご
し
た
。
心
配
の
あ
る
励
と
、
ま
た
そ
の
中
に
あ
る
飢

か`
S
ど

ゑ
て
た
べ
も
の
欲
し
さ
の
燃
え
る
念
の
火
と
、
が
苺
日
煎
え
て
ゐ
る
。
平
生
深
い
思
慮
を
以
て
突
を
安
全
の
場
所
へ
移
す
こ
と
を
知

り
、
い
ざ
火
災
と
い
ふ
時
は
頭
を
焦
が
し
て
も
之
を
救
ふ
と
い
ふ
様
な
男
（
思
慮
あ
る
政
事
家
）
は
居
ら
ず
、
だ
仇
が
昔
の
馬
援
の

椋
に
足
を
ひ
き
ず
り
な
が
ら
も
軍
隊
を
観
る
と
い
ふ
楳
の
男
が
ゐ
て
、
天
子
が
逃
走
さ
れ
る
御
船
に
一
緒
に
お
供
を
す
る
も
の
が
あ

る
の
か
。
戦
死
し
〗J
鬼
と
な
っ
た
人
人
の
白
骨
は
ま
た
ま
た
多
く
な
る
、
地
上
を
行
く
仙
人
と
い
ふ
も
の
も
元
末
宵
山
に
は
あ
る
も

た
よ
リ

の
だ
、
（
自
分
は
そ
ん
な
仙
人
に
な
り
た
い
）
。
家
族
の
居
る
四
南
の
方
（
恐
ら
く
郊
州
）
か
ら
は
三
箇
月
も
昔
害
が
絶
え
て
を
り
、

ひ

ど

ひ

ら

〉

あ

な

落
ち
か
か
る
夕
日
に
一
片
浮
ぶ
雲
を
な
が
め
や
り
、
み
つ
め
る
眼
に
は
孔
が
あ
く
ほ
ど
で
あ
る
。

ト
F
し
屯
L
ヽ

11Pll担

俳
盟
と
か
臭
骰
と
か
言
ふ
の
は
、
詩
桐
の
正
式
を
守
ら
ぬ
と
か
、
詩
の
内
容
が
ま
じ
め
さ
を
鋏
く
と
か
、
の
場
合
に
か
く

稲
せ
ら
れ
-)J

ゐ
る
。
こ
の
十
五
首
必
し
も
俳
盟
と
考
へ
ら
れ
ぬ
が
、
に
は
多
少
過
激
に
失
す
る
ふ
し
も
あ
る
か
と
お
も
ふ
、
そ

一
、
第
十
一
i
-

、
策
十
四

五
ヽ

比
し
た
も
の
と
考
へ
る
。

0
西
南

こ
仇
は
作
者
の
家
族
の
居
た
虞
の
方
位
を
さ
し
た
の
で
、
汗
京
か
ら
四
南
と
い
ふ
と
南
陽
郷
州

な
が
め
や
る
眼
に
孔
が
あ
く
。

〇
焦
頭

頭
を
こ
が
す
、
火
を
救
ふ
時
の
さ
ま
、

ラ
ク
ジ
ツ

落
日

n

ゥ
‘
/

孤
雲

ベ

ウ

ガ

ン

う

が

望

眼

穿

つ

地
上
を
あ
る
＜
仙
人
、
仙
人
は
雲
に
乗
り
天
上

移
は
場
所
を
う
つ
す
、
突
は
「
か
ま

「
戦
國
策
」
に
あ
る
話
で
、
或
人
が
主
人
の
「
か
ま
ど
」
の
口
が
ま

四
四



〇

錦

樹

款

の

官
ー
園
深
閉
無
二
人
到

ま
で
も
か
が
や
く
の
ど

暖
ー
日
晴
ー
雲
錦
ー
樹
新

〔
字
句
解
〕

の
方
向
に
あ
た
っ
て
見
え
る
山
を
い
ふ
、

0
大
河

る
と
は
西
に
逆
流
す
る
左
い
ふ
、

0
若
為

0
宋
州

〔
義
解
〕

い
か
に
し
て
か
、
い
か
で
か
、

0
煕
春

即
ち
闘
徳
で
、
現
に
哀
宗
が
脱
走
し
一
」
を
ら
仇
る
虞
゜

ひ

と

ひ

ら

う

れ

落
ち
か
か
る
夕
日
に
一
片
の
宵
山
が
愁
は
し
げ
に
見
え
る
、
黄
河
の
水
は
東
へ
東
へ
と
そ
そ
ぐ
ば
か
り
で
立
ち
か
へ
つ
て

の

ぼ

お

は

は
流
仇
ぬ
。
時
時
自
分
は
高
い
と
こ
ろ
へ
上
つ
て
天
子
の
在
す
宋
州
の
方
を
な
が
め
る
が
、
ど
う
し
た
な
ら
ば
、
従
前
ど
ほ
り
い
つ

風
吹
雨
打
旋
成
＞
暉

自
ー
在
流
ー
唸
哭

〔
字
句
解
〕

元
逍
山
の
史
詩

俗
用
、

を
存
在
さ
せ
一
J

お
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ら
う
か
。

配

尉

烹

雷

露

町

か

ぜ

ふ

あ

ゆ

う

ま

た

風
吹
き
雨
打
ち
て
旋

キ
ュ
ウ
エ
ン
ふ
か
と

宮
閲
深
く
閉
ぢ
て

聾
年
に
叩
字

お
ら
た
新
な
り

ち

り

'

な

襄
と
成
る

ひ
と
。
い
た

人
の
到
る
な
し

n
ク

す

n」
)
nブ

す
こ
と
も
あ
る
、

時
上

，
 

-‘
 

望
え
オ
小

大
ー
河
東
注
不
二
還
流

落
ー
日
宵
ー
山
一
ー
片
愁

閤

即

帽

叩

翠

町

饂

ご

一

J

い
か
で
か
と
こ
し
ヘ
キ
シ
n
ン

若
為
長
に
煕
春
の

と

も

カ

ウ

ソ

ウ

ソ

ウ

シ

ウ

時

に

高

磨

に

／
J

宋
州

ビ
」
は
春
で
あ
る
か
ら
桃
・
杏
（
あ
ん
す
）
の
類
を
さ
し
た
。

0
旋

ィ
ッ
ベ
ン
う
れ

一
片
愁
ふ虚
り
編
仇
す

ぇ

こ
と
を
得
ん

の

っ
た
の
で
あ
る
。

紅
で
作
者
は
謙
遜
し
て
わ
ざ
と
か
く
題
し
た
も
の
か
と
考
へ
る
。
汗
京
の

あ
っ
た
。

毀
の
酉
に

（
西
祀
―
―
―
」
-
―

）
の

黄
河
、

の
正

四
五

俗

煕
熙
と
し
て
光
の
ど
け
き
春
の
日
、

河
は
東
に
流
れ
る
、
か
へ
り
流
紅

（
常
の
御
座
所
）
を
純
和
殿
と
い
ふ
、
純
和

ま
だ
沖
京
の
屈
城
中
に
在
つ
て
、
こ
こ
に
遊
ん
で
此
等



元
逍
山
の
史
詩

用
の
と
き
旋
．
還
と
も
に
「
ま
た
」
の
義
に
用
ゐ
る
。

〔
義
解
〕
晴
仇
た
太
陽
、
暖
か
い
雲
の
浮
ぶ
と
こ
ろ
、
錦
に
ま
が
ふ
花
が
木
木
に
新
し
く
咲
く
、
そ
れ
も
風
に
吹
か
れ
雨
に
打
た
れ

て
は
や
が
ク
J

邸
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
宮
殿
の
お
庭
も
今
は
深
く
閉
ざ
さ
仇
一
J

だ
れ
も
来
る
人
は
な
く
、
飛
び
う
つ
る
駕
が
自
在

隠
密
れ
の
春
に
哭
塁
ゐ
る
。

萬

戸

千

ー

門

盛

有

＞

名

萬

戸

千

門

饗

、

く

名

あ

り

ガ
と
チ
ュ
ウ
レ
キ
レ
キ
ケ
イ
カ
ウ
（
せ
し
i

}

と

）

キ

眼

ー

中

脈

ー

歴

記

孟

底

ー

行

＿

眼

中

歴

歴

経

行

を

記

す

フ

カ

ま

さ

プ

ジ

ャ

ウ

ふ

で

賦

家

正

有

燕

城

筆

―

賦

家

正

に

蕪

城

の

筆

あ

り

イ

チ

グ

｀

／

こ

こ

ろ

い

た

ゑ

が

一
ー
段
傷
ー
心
甕
不
＞
成
一
段
心
を
傷
ま
し
め
壼
く
も
成
ら
-
デ

〔
字
句
解
〕
〇
庇
胚
―
一
、

0
記
記
憶
す
る
、

0
経
行
経
過
し
行
遊
す
る
、

0
賦
家
・
蕪
城
賦
家
は
「
賦
」
（
美
文
の
慨

の
名
）
の
作
家
、
蕪
城
は
荒
れ
た
る
城
、
劉
宋
の
時
、
飽
照
と
い
ふ
文
學
者
が
あ
っ
て
「
蕪
城
賦
」
を
作
っ
た
、
照
は
臨
悔
王
子
瑣

の
部
下
で
参
軍
と
い
ふ
官
と
た
り
子
瑣
に
詔
て
廣
陵
（
今
の
楊
州
江
都
縣
）
に
赴
い
た
。
子
瑣
に
叛
逆
の
意
あ
る
を
見
て
照
は
此
賦

を
作
っ
た
、
そ
仇
は
此
虞
は
漢
の
時
、
臭
王
況
が
都
し
た
虞
で
今
は
荒
礼
て
ゐ
る
、
豫
も
謀
叛
し
て
罪
せ
ら
れ
た
人
で
、
そ
の
行
が

子
頭
と
似
て
ゐ
る
、
因
て
賦
に
由
て
子
瑣
を
諷
刺
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
箪
に
一
時
は
榮
え
て
も
亡
び
て
荒
れ
は
て
る
こ
と
の

あ
る
を
い
ふ
。
固
よ
り
金
が
亡
び
た
こ
と
を
い
ふ
。

0
一
段
傷
心
霊
不
成
此
は
唐
の
高
朗
の
金
陵
晩
眺
の
句
で
あ
る
、
其
詩
に
曰

く
、
曾
伴
忌
狂
ー
雲
ふ
輝
二
晩
ー
色
—
‘
猶
陪
落
ー
日
云
竺
秋
ー
腟
＿
、
祉
ー
間
無
ー
限
丹
ー
宵
手
、
一
ー
段
傷
ー
心
憲
不
＞
成
、
と
。
遣
山
に
は
艇

t

古
人
の
句
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
癖
が
あ
る
。

〔
義
解
〕
こ
の
汗
京
の
宮
殿
に
は
萬
の
戸
、
千
の
門
、
み
な
そ
礼
ぞ
れ
何
何
宮
、
何
何
門
、
と
名
が
つ
い
て
ゐ
て
、
わ
た
し
の
限
に

と
ほ

は
、
そ
料
等
の
―
一
が
、
あ
の
を
り
ど
こ
を
ど
う
通
っ
た
と
い
ふ
こ
と
を
は
つ
き
り
と
お
ぼ
え
て
ゐ
る
。
（
そ
れ
に
何
と
い
ふ
今
の

よ
う
す

髪
り
方
だ
）
抑
照
の
様
な
作
賦
家
に
は
（
時
に
自
己
を
比
す
）
蕪
城
の
賦
を
作
る
筆
は
も
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
荒
れ
は
て
た
容
子
を

阻
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塞
ー
外
初
捐
宴
ー
賜
金

常
ー
時
南
ー
牧

は

じ

ナ

ニ

ン

シ

キ

、

/

初
め
て
捐
つ
宴
賜
の
金

シ
ン
シ
ン

常
時
（
よ
り
）
南
牧
に
霰
殿
（
た
り
）

癸
巳
は
天
興
二
年
（
西
紀
―
―
―
―
―
―
―
―
-
）
で
あ
る
。
前
掲
の

癸
巳
四
月
二
十
九
日
、
出
京
、

地
老
天
荒
恨
未
レ

〔
字
句
解
〕

の
風
の
時
、
北
周
に
赴
き
、
遂
に
そ
こ
で
引
留
め
ら
れ
て
北
周
に
仕
へ
高
官
と
な
っ
た
、
し
か
し
彼
は
い
つ
も
江
南
の
梁
の
事
が
忘

ら
れ
す
、
「
哀
江
南
賦
」
花
著
は
し
た
、
作
者
自
己
を
そ
れ
に
比
し
た
。

こ
こ
ろ

夕
暮
の
雲
の
浮
ぶ
宮
殿
棲
閣
を
な
が
め
る
情
は
古
今
の
ち
が
ひ
は
あ
る
ま
い
、

し
も
そ
の
と
ほ
り
だ
）
、

て
、
わ
た
し
の
恨
み
は
平
か
に
は
な
ら
ぬ
。

ぬ
と
考
へ
て
ゐ
た
地
も
老
い
、
い
つ
も
か
は
ら
ぬ
と
考
へ
て
ゐ
た
天
も
荒
れ
は

し

ら

が

け

ら

い

こ
の
た
び
白
髪
の
老
い
た
る
身
で
捕
は
れ
の
慮
と
な
っ
た
臣
は
幾
人
あ
る
か
知
ら
ぬ

（
多
か
ら
う
）
が
、
そ
の
中
で
板
度
に
愁
へ
さ
せ
ら
れ
る
も
の
は
艇
閾
成
（
に
比
す
べ
き
自
分
）
で
あ
る
。

の
花
さ
か
り
の
頃
で
、
作
者
は
汗
京
に
居

た
の
で
あ
る
が
、
四
月
二
十
九
日
に
は
い
よ
い
よ
汗
京
か
ら
出
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
其
河
花
渡
り
、
山
東
省
の
卿
城
の
方
へ
つ

汎
て
ゆ
か
礼
る
の
だ
。

元
逍
山
の
史
詩

ら
う
が
わ

い
つ

〔
義
解
〕

〇
勢
臣
繍
で
し
ば
ら
れ
て
ゐ
る
臣
、
捕
虜
。

0
炭
蘭
成

白
ー
髪
羹
ー
臣
幾
人
在

就
＞
中
愁
ー
殺
炭
蘭
ー
成

ル
＊
シ
，
J

の
蜆
臣

な
か
ん
づ
く
シ
ウ
サ
ッ

就

中

愁

殺

す

チ

お
地
老
い

暮
ー
雲
棲
ー
閣
古
ー
今
惰

ロ
ウ
カ
ク

棲
閣

n

コ

ン

ジ

ャ

ウ

今
古
の
情

う
ら
み
い
立
た
ひ
ら
か

恨
未
だ
平
な
ら
す

い

く

ひ

と

あ

幾
人
か
在
る

ュ

ラ

ン

セ

イ

殷
蘭
成
（
を
）

一
段
と
心
を
但
め

の
詩
は
ま

う
と
し
て
も
と
て
も
ゑ
が
く
こ
と
は
で
き
ぬ
。

四
七

梁
代
に
庚
信
、
字
は
蘭
成
と
い
ふ
文
學
者
が
あ
り
、
侯
娯

（
古
人
は
悲
し
く
寂
し
く
な
が
め
た
で
あ



元
逍
山
の
史
詩

華
ー
表
鶴
来
應
＞
有
＞
語

銅
ー
槃
人
去
亦
何
心

聰
亡
誰
識
天
ー
公
意

留
奢
宵
ー
城
函
四
古
ー
今
―

〔
字
句
解
〕

た

だ

し

、

．

イ

ヤ

ウ

シ

ン

ジ

ギ

只
知
る
瀾
上
餌
に
兒
戯
な
る
花

叫
翌
犀
は
む
亭
叩
寧
に
声
叩
せ
ん
と
は

事
賛
瞬
饗
ら
ば
瞬
に
〗

n
aある
な
る
べ
し

ド

ウ

パ

・

／

ひ

と

さ

ま

た

な

ん

こ

こ

る

銅
槃
（
盤
）
人
去
る
亦
何
の
心
ぞ

n
ウ

パ

ウ

た

れ

し

テ

ン

n
ウ

イ

興
亡
誰
か
識
ら
む
天
公
の
意

セ

イ

ジ

ャ

ウ

リ

ウ

チ

ャ

ク

n

n
.
,

け
み

宵
城
を
留
著
し
て
古
今
を
閲
せ
し
む

長
城
の
そ
と
。

0
捐

意
味
で
か
く
い
ふ
。

0
宴
賜
金
宴
を
張
つ
て
努
を
慰
め
よ
と
て
天
子
か
ら
賜
は
る
金
錢
、
金
朝
で
は
明
昌
二
年
（
西
紀
―
一
九
一
）
以

後
は
、
五
年
苺
に
一
た
び
宴
賜
金
を
下
さ
れ
た
。

0
南
牧
南
に
向
け
て
馬
を
放
牧
す
る
、
質
は
侵
略
す
る
を
い
ふ
。

0
院

殷

馬

ほ
と
り

の
速
く
進
む
さ
ま
。

0
瀾
上
兒
戯
漢
の
周
勃
が
故
事
、
勃
は
武
将
で
瀾
水
の
上
で
細
柳
と
い
ふ
虞
に
陣
を
張
つ
て
ゐ
た
、
天
子
が

軍
隊
を
閾
し
た
と
き
、
•
細
柳
の
螢
だ
け
は
観
る
べ
き
も
の
で
、
其
他
は
兒
戯
に
類
す
る
と
評
し
た
。
0
紳
州
陸
沈
紳
州
・
赤
縣
な

ど
い
ふ
は
都
の
在
る
中
原
（
黄
河
の
流
域
）
地
方
を
さ
す
、
陸
沈
と
は
陸
地
の
ま
ま
下
に
沈
む
こ
と
、
こ
の
各
の
語
は
習
く
か
ら
あ
る

が
、
四
字
連
絞
し
て
用
ゐ
た
の
は
晉
の
桓
温
に
始
ま
る
。

0
華
表
鶴
来

冠
の
横
木
左
取
除
け
た
如
き
形
の
も
の
で
、
市
循
の
繁
華
な
場
所
を
示
す
め
じ
る
し
の
木
で
あ
る
。
故
事
が
あ
る
、
昔
、
丁
令
威
と

い
ふ
も
の
山
東
か
ら
遼
東
に
往
き
、
遼
東
か
ら
去
つ
て
千
年
の
後
鶴
に
乗
っ
て
還
つ
て
き
た
、
少
年
が
之
を
射
よ
う
と
し
た
ら
、
令

威
は
歌
を
う
た
う
た
、
其
癖
は
、
有
＞
烏
有
＞
烏
丁
令
威
、
去
＞
家
千
歳
今
来
蹄
、
城
ー
郭
如
＞
故
人
ー
民
非
、
何
不
＞
學
＞
仙
家
羹
蜆
、
と

い
ふ
の
だ
。

0
銅
槃
人
去

〇
塞
外

只
知
瀾
ー
上
飼
兒
ー
戯

誰
謂
誹
ー
州
遂
陸
ー
沈

棄
て
る
、
賜
は
っ
た
の
で
あ
る
が
効
果
が
無
い
も
の
に
棄
て
る
様
な
も
の
だ
と
い
ふ

嘩
表
と
は
桓
表
と
も
表
木
と
も
呼
ば
れ
、
帥
社
の
烏
居
の

槃
は
盤
と
同
じ
、
漢
の
武
帝
は
長
安
の
建
章
宮
に
高
さ
二
十
丈
、
大
さ
七
囮
り
の
銅
柱
を
建
て
、
そ
の

く
ナ

上
に
仙
人
の
像
を
置
き
、
仙
人
は
盤
を
捧
げ
て
天
か
ら
墜
ち
る
廿
露
を
承
け
る
、
こ
の
廿
露
に
玉
を
悴
い
た
屑
を
ま
ぜ
合
は
せ
て
飲

む
と
長
生
不
老
に
な
れ
る
と
考
へ
た
。
魏
の
宵
龍
年
間
に
、
こ
の
建
物
を
打
壊
し
て
銅
盤
の
仙
人
を
魏
の
都
の
方
へ
運
び
去
ら
う
と

四
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し
た
、
そ
の
と
き
仙
人
は
さ
め
ざ
め
と
泣
い
た
と
い
ふ
、
こ
の
運
搬
は
不
成
功
に
了
っ
た
。
唐
の
詩
人
李
賀
は
此
事
に
つ
い
て
歌
を

作
つ
て
を
る
。

0
宵
城

帝
の
降
服
を
受
け
た
虞
で
あ
る
、
そ
の
同
じ
場
所
で
天
興
の
末
年
に
は
金
の
末
帝
は
東
へ
逃
仇
、
留
守
中
に
元
帥
祖
立
と
い
ふ
も
の

城
を
以
て
蒙
古
軍
に
降
り
、
蒙
古
軍
が
亦
こ
の
宵
城
に
陣
取
り
、
金
の
皇
族
や
后
妃
た
ち
は
此
虞
に
集
め
ら
汎
、
そ
の
大
部
分
は
虐

殺
さ
肛
た
の
で
あ
る
。
遺
山
の
門
人
祁
艦
に
「
宵
陵
行
」
と
い
ふ
悲
惨
な
詩
が
あ
る
。
併
せ
て
此
虞
に

壊
＞
山
堅
＞
城
殺
ー
氣
黒
、
一
ー
夜
京
ー
城
忽
流
＞
血
、
弓
ー
刀
合
ー
沓
洞
二
披
ー
庭
f

妃
ー
主
喧
ー
呼
縛
狼
ー
藉
、
駆
二
出
宮
ー
門
云
T

二
敢
哭
f

血
ー
涙

箇
面
無
二
人
ー
色
こ
戴
—
棲
門
ー
外
是
宵
城
、
葡
ー
蜀
赴
＞
死
誰
敢
停
、
百
ー
年
涵
ー
育
儀
塗
＞
地
、
死
ー
霧
不
乙
竪
言
宵
ー
冥
→
英
ー
府
親
ー
賢
端

可
＞
憐
、
白
ー
首
随
＞
例
亦
就
＞
刑
、
」
最
苦
愛
ー
王
家
雨
ー
族
、
二
十
餘
年
不
＿
一
曾
出
f

朝
ー
朝
馳
証
翠
到
二
堂
前
「
毎
向
元
目
ー
司
ふ
含
米
ー
肉
「

男
ー
齊
女
ー
妹
自
夫
ー
婦
、
観
ー
面
相
看
寃
更
酷
、
一
ー
旦
開
＞
門
見
二
天
ー
日
f

推
入
え
打
ー
間
一
便
誅
ー
磯
、
」
常
ー
時
築
＞
城
為
二
郊
ー
祀
f

郁
奥
ニ

王
ー
家
五
竺
東
ー
市
f

天
ー
興
初
年
靖
ー
康
末
、
國
破
家
亡
酷
相
似
、
君
取
二
他
ー
人
一
卿
如
＞
此
、
今
ー
朝
亦
是
尋
ー
常
事
、
」
君
不
＞
見
ニ
ー
百

萬
家
族
盛
赤
、
八
ー
十
里
ー
城
皆
瓦
ー
礫
、
白
ー
骨
更
比
二
宵
ー
城
ー
多
、
遺
ー
民
獨
向
二
王
ー
孫
己
坪
、
」
禍
本
骨
ー
肉
相
残
ー
賊
、
大
ー
臣
蔽
＞
君

尤
痙
ー
寒
、
至
＞
今
行
ー
人
不
＞
歎
承
ー
天
門
、
行
ー
人
但
咲
淡
ー
利
宅
、
城
荒
國
滅
猶
有
二
十
ー
似
脇
「
脇
頭
密
，
＇
匝
生

-

l

鐵
棘
f

」

〔
義
解
〕

長
城
の
外
を
守
つ
て
ゐ
る
軍
隊
に
今
か
ら
み
れ
ば
む
だ
だ
と
お
も
は
れ
る
慰
努
の
宴
會
査
金
を
下
賜
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ

ほ
と
り

た
が
（
明
昌
の
初
頃
）
、
そ
の
頃
か
ら
も
は
や
蒙
古
軍
は
院
緊
と
し
て
南
に
向
つ
て
馬
を
進
め
て
ゐ
た
の
だ
。
瀾
水
の
上
に
陣
取
っ
て

ゐ
た
我
が
金
の
軍
諒
は
ま
こ
と
に
兒
戯
に
ひ
と
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
陸
地
な
が
ら
下
に
沈
み
こ
ん
で
し
ま
う
と
は
だ
れ
が
考
へ

た
で
あ
ら
う
。
華
表
に
鶴
が
輝
つ
て
来
た
な
ら
ば
（
丁
令
威
の
如
く
）
何
か
も
の
を
言
う
こ
と
だ
ら
う
（
城
郭
如
＞
故
人
民
非
と
い

ふ
様
に
）
、

銅
盤
の
仙
人
が
管
都
か
ら
他
虞
へ
や
ら
仇
て
し
ま
う
の
で
は
ど
ん
な
氣
も
ち
が
す
る
で
あ
ら
う
。

亡
ぼ
し
て
み
た
り
す
る
天
の
誹
様
の
御
心
は
ど
ん
な
も
の
か
誰
が
知
つ
て
ゐ
よ
う
、
あ
の
宵
城
と
い
ふ
虞
、
あ
ん
な
虞
を
留
め
て
お

元
遺
山
の
史
詩

宵

陵

行

郎

舞

四
九

汗
京
の
城
東
五
里
に
あ
っ
た
城
の
名
、
金
朝
の
初
に
、
そ
の
将
粘
竿
が
兵
を
註
め
て
宋
の
徽
宗
・
欽
宗
二

し
て
お
く
。
。

國
を
興
し
て
み
た
り



詰
＞
螢
木
ー
佛
賤
二
於
柴
―

る

こ
,

9

 

モ

ク

プ

ツ

し

は

い

や

木
佛
は
柴
よ
り
も
賤
し

元
遺
山
の
史
詩

道
ー
労
価
ー
臥
諮
豪
囚
―

過
去
栴
ー
車
似
二
水
流
―

紅
ー
粉
哭
随
二
同
ー
競
馬
―

為
＞
誰
一
ー
歩

ぼ
し
、
或
る
時
は
金
茫
亡
ぼ
し

癸
已
は
天
興
二
年
言
I

紐
―
―
―
―
―
―
―
―
-
）
で
前
に
四
月
二
十
九
日
出
京
の
詩
が
あ
っ
た
、
四
月
二
十
九
日
に
汗
京
か
ら
出
て
、

五
月
三
日
に
は
黄
河
を
北
へ
と
渡
っ
た
の
で
あ
る
。
本
集
に
は
此
の
「
北
渡
」
の
前
に
「
出
都
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
其
癖
は
、

春
ー
閏
斜
ー
月
腕
間
＞
喬
、
信
＞
馬
都
ー
門
半
酔
ー
醒
、
官
ー
柳
宵
ー
宵
莫
＞
同
塩
目
、
短
，

ら
く
「
出
京
」
と
同
じ
頃
の
作
で
あ
ら
う
。
そ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
河
を
渡
っ
た
。

グ

ウ

パ

ウ

キ

ャ

ウ

グ

ワ

ル

キ

ジ

ウ

み

追
労
似
臥
し
て
恨
囚
滴
つ

ざ

セ

ン

シ

ャ

み

づ

な

が

に

過
ぎ
去
る
栴
車
水
の
流
る
る
に
似
た
り

コ
ウ
フ
ン

n
ク

し

た

が

ク

ワ

f
コ
ッ
う
え
（
に
）

紅
粉
哭
し
て
諮
ふ
同
骸
の
馬

ィ

ッ

ポ

イ

ツ

ク

ワ

イ

ト

ワ

た
れ誰
が
為
め
に
か
一
歩
に
一
同
頭
す
る
や

た
ふ
紅
る
、

0
胴
車

道
ば
た
に
倒
訊
臥
し
て

を
る
人
が
あ
る
の
だ
ら
う
）
。

栴
は
飩
、
毛
織
物
、

或
は
長
冗
兒
、

つ
な
が

た
女
官
其
他
を
い
ふ
、

0
同
骸

〔
字
句
解
〕

位[
同
ー
頭

〔
題
意
〕
癸
已
五
月
三
日
、
北
渡
三
首

氣
も
ち
は
筏
ん
と
う
に
わ
か
り
か
ね
る
。

い
て
、
或

し

の
名
、

に
す
る
の
で
あ
ら
う
か
（
恐
ら
く
別
れ
に
忍
び
な
い
患
ひ

し
て
懸
け
る
も
の
、

0
紅
粉

さ
せ
て
ゐ
る
、
そ
の

と
い
ふ
の
で
あ
る
。

さ
ず
、

こ
紅
は
唐
代
に
榮
え
た
、
借
り

と
ほ

い
つ
ば
い
ゐ
る
、
そ
こ
翌
追
つ
て
ゆ
く
毛
飩
芝
か
け
た
車
は
水
の
流
る

つ
づ
い
て
ゆ
く
。
茶
化
粧
を
し
た
姉
女
た
ち
矛
哭
含
な
が
ら
同
骸

一
歩
す
す
ん
で
は
一
た
び
頭
を
ふ
り
杓
け
て
ゐ
る
が
だ
仇
の
た
め
あ
の

）
の
馬
に
つ
き
し
た
矛
ふ
、
彼
女
等
は

べ
に
、
お
し
る
い
、
化
粧
を
し

こ
れ
は
恐

（
元
）

し、

五

0



の

0
桑
梓

破
ー
屋
疎
ー
犀
叩
敷
ー
家

只
知 そ

仇
、

0
渾

白
ー
骨
縦
ー
横
似
函
｝
ー
麻
―

幾
年
桑
ー
梓
菱
試
叫
沙
―

〔
字
句
解
〕

の
時
に

の

Q

、

0
河
朔

の
小
弁
の る

記

五

品
敗
な
ど
問
題

虜
掠
一
幾
何
一
君
莫
，
問

大
ー
船
渾
戟
二
汗
ー
京
元
か

髯

言

即

罰

に

叩

す

'

リ

ヨ

い

く

ば

く

か

ナ

を

み

と

虜

幾

何

を

掠

む

と

君

間
A

タ

イ

セ

ン

ベ

｀

J

ケ

イ

の

さ

た

大

船

て

汗

京

を

載

せ

来

る

べ
て
、

0
汗
京

は
千
以
上
に

0
ぼ
っ
た
と
い
ふ
）
。

故
郷
の
地
茫

だ
の
梓
（
ア
ヅ
サ
）
だ
の

木
靡
の
佛
像
、

0
大
業

一
定
の
器
に

べ
て
崖
ぬ
る
、

0
虜

都
の
一
切
の
物
を
い
ふ
。

0
末

去
と
い
ふ
に
同
じ
。

兵
管
に
も
つ
て
ゆ
か
聾
0

木
靡
り
の
佛
像
は
柴
よ
り
も
債
が
安
く
、
大
昔
業
の
と
き
用
ゐ
ら
仇
る
組
合
せ
の
鍛

な
ど
は
市
肯
一
ば
い
に
な
ら
べ
ら
仇
て
ゐ
る
。
（
す
こ
し
後
の
話
で
あ
る
が
、
至
元
元
年
西
紀
―
―
―
六
0
に
元
の
都
へ
運
ば
仇
た
銃
磐

か
ナ

ど
仇
だ
け
の
品
物
を
掠
め
た
か
な
ど
あ
な
た
は
お
問
ひ
に
な
る
な
、

に
な
ら
ぬ
。
彼
等
は
巨
大
な
船
で
汗
京
の
一
切
を
戟
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ

タ

コ

ッ

テ

ヽ

グ

マ

に

白

骨

風

廓

に

似

た

り

い

く

と

し

リ

ヨ

ウ

サ

幾

年

か

龍

沙

に

た

だ

し

カ

ザ

ク

只

知

る

河

朔

＾

ゾ

ニ

ヽ

J

破

疎

短

n
レ

ト

ト

ニ

、

。

ス

、
維
桑
奥
＞
梓
、
必
恭
ー
敬
止
、
と
あ
り
、
居
宅
に
は
桑
（
ク
〈
）

子
孫
た
る
も
の
は
阻
先
が
う
ゑ
た
そ
の
木
を
見
一
」
恭
し
く
之
を
敬
ふ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

〇
龍
沙
沙
漠
芝
い
ふ
、
沙
漠
に
は
風
に
由
て
沙
が
吹
き
よ
せ
ら
汎
堤
防
の
如
き
も
の
箔
で
き
る
、
そ
の
形
か
ら
之
左
龍
堆
な
ど
と

い

ふ

、

そ

こ

で

沙

漠

花

も

炭

く

龍

沙

と

い

河

北

、

黄

河

以

北

。

0
大
船

〇
木
佛

大
ー
業
編
ー
鍛
満
ー
市
排

力>
れノ

宮
廷
の

0
編
鍛

編
成
に
用
ゐ
る
銃
、
大
昔
業

の
使
用
す
る



の
如
く
分
裂
す
る
、
二
字
に
て
―
つ
の
概
念
だ
、

0
1
―一軍

〔
字
句
解
〕

0
逆
竪

祖
立
を
さ
す
、

〇
緯
誤
肉
を
割
い
て
鰭
（
な
ま
す
）
の
線
（
糸
す
じ
）

叫
ー
断
益
ー
梧
日
ー
暮
雲

遺
—
臭
無
ー
窮
古
未
恥
叩

逆
ー
竪
終
嘗
論
9ー
線
分

州

節

徳

金
を
裏
切
っ
た
が
、
三
年

幾
筋
か
の
垣
が
揺
つ
て
意
外
に
も
か
へ
つ
て
数
軒
の
家
が
ま
だ
見
ら
虹
る
。

〔
題
意
〕

は
判
明
せ
ぬ
が
、
柳
城
あ
た
り
で
あ
る
ま
い
か
。
遣
山
の
他
の
虞
で
す
こ
し
く
躙
れ
て
お
い
た
が
、
哀
宗
が
天
興
二
年
十
二
月
に
宋

へ
逃
げ
て
か
ら
後
で
、
汗
京
の
西
面
元
帥
で
あ
っ
た
祖
立
は
蒙
古
軍
に
四
應
し
て
之
に
降
り
、

六
月
に
こ
の
樹
立
が
李
伯
淵
と
い
ふ
武
人
に
由
て
刺
し
殺
さ
紅
た
。
此
詩
は
そ
の
事
に
つ
い
て
の
べ
た
の
で
あ
る
。

揮
＞
刀
今
得
＞
快
三
ニ
ー
軍
―

燃
ー
賢
易
乙
寧
嵯
何
及

京
ー
観
登
常
＞
謡
蒻
ー
義
1

衰
衣
自
合
恥
笠
高
動
―

秋
ー
風
一
ー
掬
孤
ー
臣
涙

わ
か

（
の
如
く
）
分
つ
べ
し

ギ

ヤ

ク

ジ

ュ

つ

ひ

ま

さ

ク

ワ

イ

ル

逆
竪
終
に
常
に
緯
線

タ

ウ

ふ

る

い

ま

サ

ン

グ

・

ブ

ケ

ワ

イ

う

刀
を
掠
ひ
て
今
三
軍
を
快
に
す
る
を
得

胃
瓢
贔
き
攣
囮
贔
｛
ば
む

い
・
一
｛
を

遺

臭

無

窮

古

も

未

だ

聞

か

す

如
町
こ
胃
幻
に
叩
ぎ
為
ゆ
べ
け
ん

サ

イ

イ

お

の

づ

か

ま

さ

カ

ウ

ク

ン

し

た

が

衰
（
緑
）
衣
自
ら
合
に
高
勁
に
従
ふ
べ
し

シ

ウ

フ

ウ

イ

ツ

キ

ク

n

シ

ン

な

ん

だ

秋

風

一

掬

孤

臣

の

涙

ニ

チ

ポ

く

も

叫
断
す
苔
梧
日
暮
の
雲
（
に
）

さ
か
し
と
｛

人
の
道
を
逆
に
行
ふ
や
つ
こ
、

昔
は
軍
隊
を
上
中
下
の
三
部
に
分
け
る
、
之
を
―
―
一
軍
と
い
ふ
、
つ
ま
り

即
事

に 〔
義
解
〕

此
詩
は
天
興
三
年
西
祀
―
―
―
―
―
―
四

死
人
の
白
骨
が
縦
に
も
横
に
も
次
第
な
く
横
は
つ
て
社
だ
虹
た
麻
の
粽
だ
、
幾
年
も
た
た
ぬ
ま
に
故
郷
桑
梓
の
地
は
沙
漠

っ
一
」
し
ま
っ
た
。
河
北
へ
来
た
ら
そ
こ
は
人
民
は
無
く
な
っ
て
ぬ
る
こ
と
だ
と
知
つ
て
ゐ
た
の
に
、
破
訊
家
屋
に
度
そ
ぼ
そ
と

元
逍
山
の
史
詩

六
月
以
後
に
樹
立
が
殺
さ
虹
た
こ
と
を
間
い
て
作
っ
た
も
の
と
お
も
は
仇
る
。

五

作
地



の
史
詩

れ
た
人
人
は
み
な
喪
服
芹
斎
け
て
、
張
彦
澤
茫
刑
に
虞
し

王f̂

（
叩
に
李
柏
淵
芝
さ
し
た
）
の
し
た
や
り
方
に
従
ふ
の
は
あ
た
り

そ
ん
な
こ
と
で
ど
う
し
て
禁
瞑

い
る
こ
と
氾
で
き
る
も
の
か
、
彼
が

つ

で
は
、

年’
9区

さ

き
で
あ
っ
た
が
、

奴
の
罪
悪
を
お
も
へ
ば
、

の
椋
に
騎
を
燃
し
一
」
や
つ
て
い
つ
い
つ
ま
で
も
燒
い
て
ゐ
た
く
お
も
ふ
の
だ
が
、
燃
え
方
が
早
く
て

く

さ

み

の

こ

盛
き
易
い
の
は
茂
念
だ
が
仕
方
が
な
い
、
あ
の
奴
が
臭
を
選
す
の
は
千
年
ど
こ
ろ
か
無
窮
に
つ
づ
く
の
で
、
こ
仇
は
昔
か
ら
間
い
た

こ

と

が

な

い

位

だ

。

あ

の

奴

の

の

様

な

忠

臣

を

も

逆

臣

だ

と

し

て

盾

殺

〔
義
解
〕

全
軍
の
意
、

0
燃
訳

う。

0
衰
衣

と
を
い
ふ
。

0
荘
梧

に

の
心
も
ち
を
恰
快
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
あ
の

）
の

（
糸
ず
じ
）
の
様
に
分
割
し
一
J

し
ま
う
べ

「
へ
そ
」
を
も
や
す
、
後
漢
の
鼈
点
が
故
事
、
点
は
霰
帝
の
時
長
安
の
都
に
入
り
、
家
を
焚
き
人
を
殺
し
暴

虐
を
働
い
た
、
後
に
罪
せ
ら
汎
屍
を
燒
か
仇
た
が
、
そ
の
時
彼
の
胴
（
へ
そ
）
の
上
に
油
茫
注
い
で
燃
し
た
と
こ
ろ
幾
日
も
も
え
つ
づ

の
こ

け
た
と
い
ふ
、

0
逍
臭
晉
の
桓
温
の
語
に
本
く
、
温
は
堂
口
て
、
「
人
は
芳
を
百
祉
に
流
す
能
は
一
ど
は
、
臭
を
千
載
に
遣
す
べ
し
」

と
言
う
た
。

0
京
観
大
な
る
観
せ
物
、
高
さ
六
尺
、
六
丈
四
方
、
上
に
高
さ
一
丈
六
尺
の
め
じ
る
し
の
木
を
建
て
る
。
戦
争
の
時

敵
軍
の
遺
骸
な
ど
花
衆
め
て
作
仇
る
も
の
。

0
花
義
後
淡
の
王
恭
が
天
下
を
取
っ
た
と
き
、
義
兵
を
學
げ
て
之
を
討
伐
し
よ
う
と

し
た
人
。
こ
料
は
祖
立
が
杞
羨
に
も
比
す
べ
き
義
士
を
多
く
殺
し
て
京
観
を
建
て
た
、
そ
れ
は
無
狸
だ
と
言
ひ
な
し
た
も
の
で
あ
ら

衰
は
緑
、
喪
章
、
喪
の
あ
る
と
き
衣
に
の
け
る
も
の
、

0
高
動
人
名
、
金
の
太
宗
の
時
の
閤
門
使
、
時
に
張
彦
澤

と
い
ふ
者
励
と
仲
あ
し
く
、
動
が
叔
父
及
び
弟
を
殺
し
、
又
多
く
暴
虐
を
行
ふ
、
帝
怒
て
壱
澤
を
刑
に
虞
し
共
の
叔
口
を
動
に
命
ず
、

動
、
彦
澤
が
腕
を
斯
ち
て
の
ち
之
を
刑
に
付
し
そ
の
心
臓
を
割
取
り
て
死
者
を
祭
る
、
市
民
争
う
て
其
の
脱
を
破
り
蹄
を
取
り
肉
を

小
ま
裂
き
に
し
て
之
を
食
ふ
と
い
ふ
。
こ
こ
は
祖
立
を
憎
訂
者
も
高
動
が
彦
澤
に
蔚
し
て
や
っ
た
仕
方
に
従
て
立
が
肉
花
喰
っ
た
こ

地
名
、
澗
南
省
の
南
部
に
あ
る
、
昔
、
舜
帝
は
死
し
て
脊
梧
の
野
に
葬
ら
れ
た
と
い
ふ
、

の
亡
く
な
っ
た
地
方
を
想
像
し
て
比
し
た
。

や
つ
こ

あ
の
大
逆
無
道
の
奴
は
結
局
そ
の
肉
を
す
た
す
た
に
し

ふ
誌

（
豫
期
の
如
く
）
今
は
刀
を
打
ぅ
て
之
を
斬
り
す
て
、

こ
こ
は
金
の
天
子

（
記
念
様
）
ま
で
建
て
た
が
、



所
）
と
お
ぼ
し
き
方
の
日
暮
訊
の
雲
を
な
が
め
つ
つ
、

元
逍
山
の
史
詩

ひ
と
・
す
く
ひ

ま
へ
だ
。
さ
び
し
い
獨
り
ぽ
っ
ち
の
わ
た
し
は
秋
風
に
つ
仇
て
一
掬
の
涙
を
そ
そ
ぎ
な
が
ら
、
蒼
梧
（
天
子
の
葬
ら
れ
た
ま
う
た
場

の
断
え
ん
か
ぎ
り
の
叫
び
を
つ
づ
け
る
の
だ
。

五
四




